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＊今年度７月までの「児童通所サービス等事業所連絡会」開催状況をご報告します。＊ 

 

 

 

～障害福祉サービスの事業内容に関する情報発信プロジェクト報告会～ 

 昨年度、児童通所事業所等の協力のもと行った保護者アンケートやプロ

ジェクトでの検討をもとに自立支援協議会全体会にて情報発信のあり方

について提言をおこないました。 

報告会では、その内容をについて服部プロジェクトリーダー・木村福リ

ーダーより説明・報告させていただき、今後の情報発信の仕方や各事業

所で取り組むべき発信について情報交換をおこないました。 

 

 

 

 

◎ワンポイントレッスン 

「こどもの作業療法～共生社会の実現を目指して～」 

 兵庫県立リハビリテーション中央病院 作業療法士 若林 秀昭 氏 

◎情報共有・意見交換 

ワンポイントレッスンの講義内容を踏まえて各事業所での困りごと・

取り組みについて「失敗体験と成功体験のバランスの大切さを学べ

た」「作業療法士の仕事について知ることができ、今後連携できたら

いいと思った。」「不登校の子どもが増える中、今後訪問リハの介入も

増えればいいと思った。」などの感想・意見交換をおこないました。 
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児童通所サービス等事業所連絡会 活動報告 

第１回【令和 5 年 4 月 18 日（火） 

第 2 回【令和 5 年 5 月 9 日（火） 

“誰一人取り残さない

ように、利用者と保護

者のために” 
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◎事業所紹介 

「エバーグリーンわかば」佐藤氏より 

「プロラボ」大西氏より 

◎情報・意見交換 

<事業所の学校送迎時のマナーや工夫について>（グループワーク） 

・近隣住民にあいさつをして説明を行っている 

・学校の先生ともあいさつができる関係性の構築を心掛けている。 

・学校によって、敷地への乗り入れの可否や道路の幅、先生の対応

が異なるため、共有できるツールや方法があればいい。 

・送迎時に①車の駐禁②送迎車乗り込みまでの子どもの事故防止③

近隣住民への配慮を日々心掛けている。 

・警報や警報以外で休校になった場合、事業所が知らずに迎えに行

くことがあり、教育委員会や学校からの情報発信があればいいと思った。 

などの意見が挙がりました。 

 

 

◎ワンポイントレッスン 

「脳のタイプを知ろう～公認心理師の立場より～」 

  こころ相談研修センターfeel 小久保Ⅱ 公認心理師 今井 祥子 氏 

◎情報・意見交換 

・ワンポイントレッスンの講義内容についての感想を共有。 

  ・参加事業所数か所の事業所より、自事業所の療育内容・特徴を報告。 

・教育委員会より：教育委員会のＨＰにて、就学前の相談の流れについて UP している。 

・いなみ野特別支援学校より：児童増加による校舎の建て替えが決まった。 

などの情報共有をおこないました。 

 

 

 

第 3 回【令和 5 年 6 月 20 日（火） 

第 4 回【令和 5 年 7 月 11 日（火） 

 

 
コロナ禍では、オンラインでの「児童通

所サービス等事業所連絡会」でしたが、

今年度から対面での連絡会を再開しまし

た！ 

直接お顔を見ながらみなさんとお話がで

き、事業所のみなさんの日々の支援の熱

意と前向きなご意見を共有できているこ

とを嬉しく感じています。 

今後も、連絡会を通じて他の事業所さん

や関係機関と繋がる機会や支援に活かせ

る情報共有の場づくりをしていきたいで

す。 

            (事務局より) 

“こどもたちの安全確

保が一番大切。”その

ためにも、学校関係

者・近隣住民との関わ

り状況を教えて！ 


